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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策
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１２月に実施する保護
者アンケート項目「教
育活動に地域の力を
生かしている」の肯定
的回答の割合
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令和２年度　大田区立洗足池小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有
用感などを高
めるととも
に、自他の生
命を尊重す
る心を育成
するなど、未
来への希望
に満ちた豊
かな心をはぐ
くみます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

◆教育目標　考える子　思いやる子　元気な子　やりぬく子
★目指す学校像　・「よりよい学校教育がよりよい社会を創る」という理念の下、これからの未来社会を担う児童を育成する学校　・家庭・地域社会との連携を深め、「社会に開かれた教育課程」によってコミュニティの中核となる学校

★特色ある教育活動　・校内研究「外国語に親しみ、進んでコミュニケーションを図ろうとする児童の育成」～主体的・対話的で深い学びの実現に向けて～　・国際理解教育　　　・スクールバンドの活躍　　・オリンピックパラリンピック教育
　　　　　　　　　　　　　　・放課後算数クラブ　・土曜補習教室　・読書タイム　・完全ノーチャイム　・３０分間の休み時間　・地域班活動　・洗小江戸しぐさ　・夏休みわくわくスクール　・学校支援地域本部（スクールサポート洗足池）

１２月に実施する保護
者アンケート項目「学
習したことを理解してい
る」の肯定的回答の割
合

４：
９２％
以上

４：
９５％
以上

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

目標に対する成果指標

２：
７５％
以上
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９３％
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１：
７５％
以下

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。
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学校公開日の保護者
アンケートで「分かりや
すい授業をしている」
「活動が充実している」
の２項目のＡ評価

１２月に実施する保護
者アンケートの項目
「体力の向上と危険防
止の方法を身に付けさ
せている」の肯定的回
答の割合
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以上
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５０％
以上
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授業改善推進プランを、授業に生かす。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。
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力
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向
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主体的・対話的で深い学びにつながる授業
づくりを工夫する。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

○4月と5月の学校休業期間中はYouTubeで「洗小チャンネ
ル」を設定し、担任及び専科は授業動画を配信した。時間割
表や学習プリントを配布し、学校の生活時間に合わせて学習
活動に取り組めるように配慮した。学校だより、給食だより、
学年だよりは毎月ホームページに更新している。
○地域教育連絡協議会を開催し、学校の取組やその評価に
ついて報告し、ご意見をいただいていた。
○学校地域本部と連携し、「読み聞かせ」を地域の方にお願
いすることができた。
○東京工業大学留学生との交流では、タブレットを活用し、
Zoomによる国際交流を図ることができた。直接会うことはで
きなかったが、タブレットを持ち歩いて、学校を案内したり、１
対１で個人で交流したり、給食の様子を配信したりと工夫し
た。最後の交流会では、留学生の日本語での発表を聞く時間
を設定し、留学生の国の様子を聞く時間を取ることができた。
〇学校便りの改善を図り、紙面をA３版両面刷りに拡大し、写
真を複数入れることで紙面の充実を図った。

・学校便りは、紙面の充実を図り写真も多く、より分かりやすい内容になったい
たと思います。
・洗小チャンネルをはじめ、タブレットと電子黒板を活用した工夫には積極的に
取り組んでいただいており、有り難いです。また、ホームページと緊急メールを
組み合わせた情報発信も、コロナ禍で予期せぬ事態が続く中、効果的だと考
えます。
・ICTの活用の工夫により、新たなかかわりの可能性も示せるなど、効果を感じ
る。
・これからもより積極的に東工大留学生との交流を深めてほしいと思います。
・ホームページを通して学校の様子を伝えたり、地域の人や東工大留学生との
交流など、外部との積極的な関わりを感じました。学校だよりはホームページ
でも見ることができると思いますが、紙面でも見せていただく機会があると良い
です。
・地域教育連絡協議会では全学年全クラスの授業を公開し、普段の日常での
生き生きとした自然な様子を説明してくれた。
・先生方がパソコン技術を駆使して春から全ての行事を映像で記録されていた
のでコロナ禍で見に行けない家族や地域の住民にも共有させてもらえた。
・これまで積極的に進められてきた地域の方との活動ができない状況ですが、
今後も地域と連携した教育活動が進められていくことを願っております。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。
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これまでの取組
今後の改善策

東京工業大学・地域と連携した教育活動を
充実させる。
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２：
８０％
以上

１：
７０％
以上
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１１月に実施する児童
の学習・生活アンケー
トの項目「毎日学校で
生活することが楽しい」
の肯定的回答の割合

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

目標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動
習慣の定着
による体力
の向上など、
生涯にわ
たって健康増
進を図る意
識の向上を
めざします。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

子どもたち一人一人が誰にでも明るく、元
気に挨拶ができるよう指導を工夫する。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

オリンピック・パラリンピック教育において、
体験や交流活動を取り入れ、重点的に育
成すべき５つの資質を育てる。

経験年数・職層の異なる教員のペアを組
み、メンターシップ研修を行うことで、メン
ティーは学習指導力を、メンターは指導・助
言の能力を高める。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

定期的な到達度のチェックを行い、保護者に知らせることは子どものことを家族と一
緒に考えていく際に共通のツールになると思いました。
・本年度の夏休みは２週間と短かった中で、一人一人の学習カルテ、面談をしていた
だている点、算数少人数はきめ細かく理解度に応じた授業がなされている回数も多
く、児童もわりと真剣に参加していることに加え、密を回避する効果もある点、多くの
授業において、先生方が児童と対話をしながら授業を進め、理解や思考を促されて
いる点、などを考慮すると、「３」よりは「４」で良いのではないかと考えます。
・研究・研修の機会を確実に設け、指導力向上に係る取組を進められていると感じ
る。
・実際に授業を見学し、今年度は１年生から算数少人数での授業により個人に近い
学習体制が良いと感じました。また学習カルテの作成も一人一人に合った学習方法
がされていて保護者にも分かりやすいです。
・算数を１年生から習熟度別に分けているのが良いと思う。（この年齢は幼稚園時代
に教室に行った子とそれ以外の子のスタートの差が大きいため、幼児教育に触れて
いなかった子が、無用な劣等感を持つことなく学力を向上することができるので。）げ
んに（授業で）子供たちはとても楽しそうでやる気があった。
・児童一人ひとりへのアプローチを大切にていねいな指導をされている印象をもって
おります。今後もていねいなご指導を継続されいかれることを期待しております。

〇大田区学習効果測定の結果をもとに学習カルテを作成し、
夏休み前に児童一人一人と学習の方法について面談をし
た。
〇低学年から都費講師による少人数算数授業を展開し、き
め細かい指導で確実な定着を図った。また、ステップ学習
シートを使い、定期的な到達度をチェックを行い、保護者に知
らせた。
〇学期に１度全教員に授業観察を義務付け、主体的・対話
的で深い学びにつながる授業づくりの実践を行った。授業改
善の視点を明らかにして、授業のフィードバックを行った。

・学校便り７月号にあいさつに関する副校長先生の話が掲載されており、学校
として大切にしたいことが伝わってきました。
・日頃からあいさつをできるように指導されている点、先生が児童を呼ぶ際に
「さん」付けで呼ぶ点、授業中指名をされたら、脇へ出て起立し、ですます調で
話すなど、日常生活、道徳教育に力を入れられていることが感じられます。い
じめについては目立った事案は把握していませんが、不登校と合わせて引き
続き丁寧に対応いただけるようお願い致します。なお、アンケート結果につい
て、今年度はそもそもコロナ禍による生活面の変化が背景にあると考えられ、
評価が下がった要因についてよくよく分析してみると、必要があると思いまし
た。以上を踏まえて「D」とします。
・アンケートや調査の結果を生かし、目標に沿った教育活動が推進されている
と感じる。
・学力向上と同じく豊かな心の育成も大変な指導だと思います。子供たちもスト
レスの多い世の中です。その様な中でも学校での決まり事、ルール等を守れ、
仲良く学校生活ができる様にご指導お願いします。
・挨拶や返事は以前からよくできていると思いました。子供たちが毎日楽しく学
校に通える環境を作ることが大事で特に今年度はコロナによるストレスを抱え
ている子供がいれば、少しでもそれが軽減できれば良いです。
・コロナ禍でも青空入学式の挙行、リモートでの新入生を迎える会、東工大と
の交流など児童が前向きな希望をもち生活できるよう努力がなされている。
・運動会ではソーシャルディスタンスに最大限の配慮をしつつ、児童が楽しめる
しかけ、工夫がたくさんあった。さいごに椅子の１こ１こに文字を書きメッセージ
を伝えるのはよかった。
・いじめ、不登校問題などさまざまな課題に積極的に取り組まれていることを、
これまでの地域教育連絡協議会等の機会を通じて感じております。

・「感染症対策を行った生活」について、子どもの姿や主に行っている対策を学校便
りで周知する工夫は保護者にも分かりやすく、安心できる良い方法だと思いました。
・三密を回避しなければならない制約がある中で、休み時間に遊びやすいよう配慮
いただいている点に感謝いたします。オリパラも延期になり、評価が伸び悩んでしま
うことは致し方ないところだと考えます。
・制限がある中で何ができるかを考え、良質な教育活動が展開されたと感じる。
・今年度は自粛することが多い中で、規則正しい生活への取組や３０分休みに工夫
して遊ぶことなど、今まで通りの生活、運動習慣が維持されていると思いました。
・全校遠足では、徒歩で多摩川台公園に行くなど、児童の楽しみと運動不足の解消
をうまく両立している。
・休み時間に屋上を開放し、先生の指導のもと、伸び伸び体を動かしている。
・コロナ禍で制約ある中で体育授業、体育的行事を実施していかれたご苦労を推察
いたします。今後も制約ありながらも体力向上は重要なことですので、取組を進めて
いくことを望みます。

○6月と10月に行った「早寝・早起き・朝ごはん」の取組では、
家庭との連携を図り、児童に望ましい生活習慣が確立できる
よう協力を仰いだ。
〇30分休み及び昼休みには、児童が外でソーシャルディスタ
ンスを取って遊ぶことができるように奨励し、校庭・体育館・校
舎の屋上を分けて遊べるようにした。体育朝会では、長縄に
よる八の字跳びを行い、各学級の練習成果を互いに報告し
合い、目的意識をもって練習を重ねることができるよう工夫し
た。
○「オリンピック・パラリンピック教育」において、体験や交流
活動はできなかったが、東京工業大学の留学生との交流を
通して、国際理解教育や伝統・文化教育を継続して推進し
た。また今後、各教科、領域の中において５つの資質を育て
るよう計画している。

Ａ

Ａ

B

Ｃ

・運動会、学習発表会はほとんどの児童の保護者が来校されたとのこと。保護
者の関心の高さを感じました。
・２学期に開催された「地域教育連絡協議会」に参加させていただき、校内委
員会など先生方の学校運営の様子を垣間見ることができました。本来は、希
望する全ての保護者に見ていただきたい内容であります。左記に記載されて
いるとおり、行事以外の学校公開の機会が設けられなかったことから、そもそ
も保護者は適切に評価し得なかったと考えられます。
・研修の成果を共有して生かせる取組が展開され成果が上がっている様子が
よくみられる。
・分かりやすい授業をするために先生方が様々な取り組みをされていて、また
保護者も学校への関心度が高く、子供たちが意欲的に学べる環境であると思
いました。
・給食の時間もコロナ感染を防げるよう、皆が四方向を向いて食べるなどの工
夫をしている。
・コロナ禍で児童が読書に親しめるよう図書室を整備し、貸出方法を工夫して
おり、貸し出し数が増えている。
・各種研修等の機会がこれまで通り設けられない中、先生方が試行錯誤され、
工夫を積み重ねながら授業、研修を進められていると感じております。

○自己肯定感を高める工夫や互いを認め合う学級集団づく
り、「特別の教科道徳」の授業改善、いじめの早期発見、早期
対応、早期解決の徹底、不登校児童についての対策、生命
尊重週間等の取組を行ってきたが、児童の学習・生活アン
ケート「毎日学校で生活することが楽しい」項目の肯定的回
答の割合は昨年度より下がり、92％を達成できなかった。教
師の学級経営力を高める等の対策を立て、「未来への希望
に満ちた豊かな心を育む」という目標の実現を目指す。
〇各学期にあいさつに関する生活目標を設定し、学校全体で
挨拶の意識を高める取り組みや、校長講話において挨拶を
することの意義についての話も行い、児童の学習・生活アン
ケート「挨拶、返事、ですますをつけた話し方ができている」項
目の肯定的回答の割合は90％を達成している。
〇年間を通して問題行動・不登校問題対応に組織的にあた
り、児童一人一人に関するケース会議を開催し、学校全体と
して周知徹底することができた。
〇ハイパーQUを３年生以上の学年に２回実施し、児童の学
級に対する満足度からよりよい人間関係の構築を図るため
に、コンサルティングを受けた。児童のコミュニケーション能力
の向上を目指し今後も学級経営に生かしていく。
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○校内委員会は月1回、定期的、計画的に実施している。
様々な課題を抱える児童について、関係諸機関とも連携し
て、課題があるときはすぐに委員会を開き、課題解決を図っ
た。
○各教員は積極的に校外の研修に参加し、そこで学んだこと
を報告したり、資料を配ったりして、他の教員に還元してい
る。校内では、OJT研修として、職層の異なる教員がペアにな
り、それぞれの授業を見合って授業改善に取り組む研修、管
理職や主任級教員が、若手の教員に、生活や学習の指導や
工夫について講義等を行うスキルアップ研修を実施したり、
連絡会でICT研修として学びポケットの活用、クロームブック
の操作等の研修も随時行った。
○土曜授業公開（運動会、学習発表会）にはほとんどの児童
の保護者が来校した。「分かりやすい授業をしている」は、7割
近くの保護者がA評価だが、「活動が充実している」の方は、
それより低くなる。教室での授業でも、子供たちが意欲的に
学ぶ姿を見ていただきたいものである。どちらの項目も肯定
的評価となると9割を超える。

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

１：
７０％
未満

Ｂ

Ｃ

Ｄ

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

１２月に実施する保護
者アンケート項目「望ま
しい人間関係を築ける
ようにしている」の肯定
的回答の割合

４：
９５％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

・学校休業期間中に授業動画の配信を行ったとのこと。できることから実行しようとす
る創意工夫を感じました。
・コロナ禍で教育活動が思うように実施できない中、いち早く「洗小チャンネル」による
動画配信に取り組んでいただいた点、東工大留学生とオンラインでの交流機会を提
供いただいた点、タブレットPCを全児童に配布し、ICTのリテラシー向上につながって
いる点、長縄タイムを通じて体力向上とクラスの一体感、友人関係づくりに取り組ま
れた点などを考えると、「４」という評価で適切だと考えます。
・コロナ禍にあっても着実に教育活動を推進しているように感じている。ICTの活用に
よる新たなコミュニケーションの在り方について具体的に実施していると考えられる。
・外国語教育に力を入れている様子がよく分かります。子供たちのこれからの社会に
通じる力の基礎的授業をお願いします。
・休校中のICT活用による配信授業で、新しい形での学び方やその順応性を身に付
けていくことは大事と思いました。また外国語活動も充実していて中学校での英語の
授業にもスムーズに入ることができたり、将来的にも役立てることができると思いまし
た。
・休校中にもYoutubeで１７９本もの「洗小チャンネル」動画を配信し、そこで課題を出
すことで、先生と児童のコミュニケーションを欠かさなかったことはすばらしい。
・全学年全学級の授業を参観し、どのクラスもとても生き生きとしており、発言も積極
的で、実技も一生懸命。「やり抜く子」のスローガン通り。かつ礼儀とマナーがある。
・コロナ禍でこれまでの学校公開授業等への参加が難しい状況でありますが、タブ
レットや電子黒板などのICT機器を授業で活用されるなど、さまざまな工夫をされてい
ると感じております。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。 ３：

８５％
以上

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

１：
７５％
以下

各教科を通してコミュニケーション能力の
育成を目指して指導の工夫を行い、言語
活動の充実を図る。

4

〇「外国語に親しみ、進んでコミュニケーションを図ろうとする
児童の育成～言語活動の視点からの授業改善を目指して
～」を研究主題に外国語活動の研究を積み重ねてきた。予定
されていた「全国小学校英語教育実践研究大会」が来年度に
延期になったが、研究を止めることなく継続させ、形を変えて
研究授業を行った。
〇「おもしろ理科教室」として、電気事業連合会を招いて、ク
リップモーターを作製した。理科「電気のはたらき」と、ものづ
くりを合科的に考え計画実施。
〇4月と5月の学校休業期間中には、各教員から児童に向け
て、授業動画を配信し学びを継続させた。
〇「一校一取組」として長縄タイムに取り組んだ。クラスごとに
記録向上を目指した。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ


